
企業内技術士勉強会の進め方


勉強会に期待すること・やってみたいことがありましたらお教え
ください（皆さんの質問・意見への世話役のコメント）

▶︎技術者倫理の書籍の紹介

＜＜1回目で紹介します


▶︎企業内技術士の役割が若手の育成以外に見当たらないので、その他の目的を探索するこ
とができればと思慮いたします。

＜＜若手だけではありません。技術者倫理は万人に役立ちます。この基礎がわかれば、必
ず職場で役にたつと思います。

▶︎モラル・道徳・倫理だけでなく、技術者倫理的な切り口（考えてみようとかで考察を深
める）も含めて考えてください。その場合、3月上旬に改定された新倫理綱領でやってく
ださい。

＜＜？？新倫理綱領についてどれだけ理解できているか、不安が残ります、せっかく3月
に解説までしてもらったのに。・・・・。これに沿って考えるというのが、「製造現場」
「ものづくり現場」にどれだけ役立つか皆さんに教えてもらいたいですね。（皮肉ではあ
りません。真剣に申し上げています）実務に使うためには、ルールは必要ですが、どう使
いこなすかのスキルの問題、マインドの問題ですね。悪いが、改訂前のものも理解できて
いるか怪しい。あの文章は読んでいますし、解説も読みました。今回の勉強会は希望があ
ればこれを題材にしてもいいですが、いいものを作ったのでこれを参考にと言われてどれ
だけモチベーションが上がるかですね。実務は使ってなんぼです。

あ、それに今回は技術者倫理も勉強会の一つのテーマですが、これだけではないかと思っ
ています。技術士がどう生まれ、成長し、貢献し続けるかという個人のマインドに注目し
ています。新倫理要領は、技術士が個人で見るものですよね。そういう個人でできること
を取り上げる時間はないような気がします。

▶︎技術士育成

＜＜この育成には自分も入っているんですよね。技術者倫理って、当事者意識がなければ
空論になり、一番嫌われる屁理屈になりかねませんよね。

▶︎APRIN eラーニングプログラムなど研究者の倫理に係る教育プログラムがありますが、
企業の技術者、管理者としての対応を含めた教育プログラムができることを期待します。

＜＜このEラーニングは面白かったですが、結構複雑でわかりづらいですよね。主任教授
の盗用か、アイデアのヒントがあったのか・・・、研究者の中では重要なのでしょうが、
技術者にピンとくるかなあと思いながらやりました。

▶︎会社内での実施は難しいですか、今起こっている非倫理的事例を防ぐには必要と感じま
した。

＜＜会社での実施がなければ、勉強会は失敗と考えます。非倫理的事例を防ぐために正し
いことだけをまなべば良いのは、あまりにも人間を性善説的に捉えているような気がしま



す。あなたも私も含め、人間って弱いんです。プレッシャーに弱く、誘惑に弱く、正しい
ことよりも自分勝手なことに魅力を感じてしまうんです。これを認識しなければ、空論に
なるような気がします。

▶︎モノづくりをする企業にとっての技術者倫理の考え方を勉強したい。

＜＜御意！

▶︎技術者倫理と現場とのギャップにどの様に望むか、他の方と議論してみたい。

＜＜ギャップをどう埋めるのかは、特効薬やツールなんてありません。誰もが正しいこと
をするのが正しいとわかっているのです。でも、それがやれないので、問題が起こるので
はないでしょうか。

▶︎実践倫理は大変興味深い活動と思います。職業倫理ほか、社会学的視点からの技術者倫
理が関心事です。

＜＜実践倫理というとなんだかかっこいいですね。小生がこれを考え始めたきっかけは、
部下が災害を起こしたところからです。標準化し、対話し、設備化し、演練も、相互チェッ
クも、いろんなことをやって、その朝も「標準を守って仕事をしています」とのやりとり
もあったにも関わらず、標準や手順がすべて破られて、パイプの下敷きになりました。幸
い死ぬのは免れましたが、のちの「邪魔くさかった」という一言を聞いて、安全や標準に
対する考え方が何か変化しました。でもね、お見舞いに行った時に出会った、娘さんの小
生を睨みつけるあの眼差しは今でも忘れません。「うちのお父さんをこんな目に合わせた
のはあんた」と目が語っていました。この時、倫理問題って相手に求めるのではないん
だ、自分が落ち度があったため大変な事態を招いたのだと考えだしました。

▶︎他社の実情に興味があります。いろいろな方のお話を聞いてみたい。

＜＜いいですね。でも、お話の中で、皆さんにお伝えしますが、他社や事例を何十例、何
百例学んでも、自分の現場に役立つのは、自分たちの実態しかないということではないで
しょうか。自社の実態、自分の受け持っている工程の実態の中に、災害の芽やコンプラ違
反の芽が潜んでいるような気がします。

▶︎本勉強会とは直接関係はありませんが、技術士取得することによるメリット「独占業務
など」が建設関係以外では少ない。若手に技術士を薦める理由が少ないので技術士取得を
薦めることに対して二の足を踏んでいる。

＜＜業務独占がめりっととは、なんでしょうか。この資格で食っていける。楽してもうけ
られる。資格が仕事をもってくるというようなパラダイスをいっているのでしょうか。そ
ういう考え方が誤っているとはおもいませんが、自分がそう感じるので、技術士を進めな
いというのは、一見、親切そうです、実は結構えげつない上から目線の選別になるのでは
ないかなあ。メリットをそういう限定した考え方のなかで規定し、技術士をすすめないと
いうのは・・・、これ以上はいいません。

▶︎まだまだ、技術士の中で「なんで、技術士会はそんなに技術者倫理を強調するの？」と
いう人もいます。

＜＜いいじゃないですか。自分とおなじ考え方でなければうけいれられないのは［視野狭
窄］とよびます。理解されないからやる気が出ないのは人間ですから仕方ないことです
が。そういうことをおっしゃる人のいいなりになる自分ってちょっと・・・




▶︎企業内だろうが独立だろうが、なぜ今、技術者倫理かと考えられる勉強会にしていただ
きたい。

＜＜いいですね。挑戦的ですね。いただきたい！というのは、［勉強会として集めるのだ
から成果をだせよというエールとして受け取っておきます。第二回目にご説明しますが、
言葉の言い回しで、その人の性格や考え方もある程度わかってきます。どんどん、議論を
していきましょう。

▶︎技術者倫理＋企業で不正を防ぐ具体的な対策、アクションも考えられればと思います。

＜＜その前に、不正行為をしてもいいと思っている人っているんでしょうか。聞かれれば
だれもが正しい行動をとるべきだというとおもいます。でも、その行動がいっちしないの
はなぜでしょうか。

▶︎どこもまだやれていない、素晴らしい挑戦的な取り組みと思います。

＜＜すばらしいかどうかはわかりませんが、挑戦的ですね。だって、今回のメンバーは単
位が欲しい学生さんではありません。そういう学生さんを指導する立場の人々が集ってい
ます。なんとなくですが、皆さんが、技術者倫理やその取組に違和感があるので、３０名
以上お集まりなんだろうなとおもいます。みなさん、一緒に作り上げていきましょう。

▶︎今回の企画は、何の背景によるのでしょうか？

＜＜背景？だって、あれだけ大学生に技術者倫理を教えて、綱領を発表して、技術者倫理
を持つことが技術者の責務だと言われていても、不祥事が起こっていますよね。それ以前
に、現場最前線のものづくりをしている技術者の大半は技術者倫理ということばも考え方
もしらず、ものづくりをしているんです。少なくとも世話役の所属していた会社の管理職

それも製造現場の管理職をしている人に話すと、「もっと早く知りたかった」「今後の行
動に役立ちます」が大半でした。技術者倫理は、大学生のカリキュラム以前に、現場技術
者には触れれば血の出そうな切実な問題であるような気がしました。それに気づいていな
い人が小生では95％くらいいました。これが背景です。


▶︎現在、某私立大学で工学倫理（技術者倫理）の非常勤講師を行っています。必要に応じ
て話題提供などは可能です。よろしくお願い致します。

＜＜ありがとうございます。大学でどのように教えているかは大切な情報ですね。我々に
とって、「火星での生活の注意点講座」を学んでいるような感じなのかもしれないような
気がしますが・・。すみません、言いすぎています。

▶︎多様な観点で技術者倫理を感性を磨けるように、意見交換の場をもうけていただきたい
と思います。

＜＜意見交換の場は大切ですね。感性を磨くって素敵な言葉です。

▶︎いつも金属部会の企画力に感心しています。ありがとうございます

＜＜別に思いついたわけではありませんし、いきなり言い出したわけでもなく、やるべき
時期が来たのでやっているだけだと思います。人に言われたり、誰かがやっているのを見
て、真似しようとする意思がないからかもしれません。

▶︎自分も昔は企業内技術士であった。今の若い人たちの悩みや話を聞いてみたい。


＜＜小生も数年前までの現役時代でした。今の人の悩みを聞いても、ひょっとした
ら一世代前の人には理解できないかもしれません。現に「現役」の時代に、世代間



の悩みの質が理解を超越していたもので。でも、実はそういう性質は、最近始まっ
たことではなく、昔もそういう人がいました、でも、少数派であったり、「あいつ
はやる気がない」「技術に対する考えが甘い」「仕事というものをわかっていない」
というような、当時の「常識」で断定していただけかもしれませんね。小生の感覚
では、多分、理解しようとしてもできずにイラつくだけなので、理解せずとも、「そ
ういうもの」と認めてしまうしかないのではないかと思います。これは特に上位管
理者が引き起こす様々なハラスメントにその兆候を見ることができます。こういう
事例も紹介しましょう。一番しんどいのは、物分かりが良い上司や年上になってし
まうことで、正しい判断ができずに組織のモラルハザードを生み出してしまうこと
かもしれません。

▶︎興味深い内容が多いので勉強してみたい。

＜＜どういう点に興味を持たれるのかを聞いてみたいですね。

▶︎技術士倫理についてもコンサルタントできるスキルを磨きたいと思います。

＜＜コンサルタントって、コン「共に」サリュート「相談する」ですね。よく似た言葉で
カウンセルがあります。相談に乗り、共に良い方向に導くことは、上司部下の関係とは異
なり、第三者が行うため、信頼関係でつながるしかありません。コンサルタントは、技術
や倫理を教える「ティーチング」とも異なります。至る所、実は企業内でも上司部下でも
コンサルタントは可能です。というか、企業の中のようなお互いが気心が知れたところで
コンサルタントができないと、見知らぬ人や見知らぬ組織には到底・・・のような気がし
ますね。言い過ぎかな。

▶︎他社の企業内技術士の方は、どのように業務（業務の両立、会社への貢献など）されて
いるのか情報共有したいです。併せて、独立技術士の方にも、おそらく以前は企業内技術
士の時があったと考えますので、先述と同様のことと、独立してからの変化などお伺いし
たいです。

＜＜事例研究は大切ですね。これは勉強会でできるだけ取り入れたいと思います。でも、
「俺はこういうことをしてきた」「こんな制度を作った」という事例を聞いただけでは、
小生の感覚では「違う世界」「それはあんたが恵まれたからでしょ」「たまたまうまく行っ
ただけ」などという様々な、反発心が湧いてきて、しかし「大人」の我々をそれを押し殺
して、「素晴らしいお話、参考になりました」と答えている自分がいます。事例研究の場
合は、それをどのレベルまで昇華させるかで、応用できるかどうかが決まります。


▶︎企業内、および、顧客に対する技術士であることのメリットの事例

＜＜技術士であるメリット事例とは何か。逆に、何を期待して技術士になったのかという
問いかけですね。技術士という資格は、皆さんが語っているように独占資格でもなけれ
ば、それで優遇される資格でもありません。ましてや、技術士集団の一歩外に出れば、誰
も知りません。企業も顧客も知りません。つまり、メリットはないということになりま
す。しかし、これは皆さんが技術士という資格から何か得ようとして、何も与えてくれな
い。一生懸命試験を受けて、資格を取ったのだから、もっとちやほやしてくれよと（ここ
まではひどくはないでしょうが）甘えているだけかも知れません。




皆さんが技術士をどのように使おうとしているか、つまり技術士という太鼓を叩いて見れ
ば大きな音が鳴り出します。叩かなければなりません。勘違いしてはいけませんが、資格
で商売ができるという話は、資格商法の中だけです。どんな仕事も、楽して簡単に儲かる
話など絶対にありません。また、その世界で生きていくだけならなんとかなっても、うま
く生きるとか、上位10％に入るかというと、それは狂ったような努力と才能があり、しか
も運が味方しなければ達成できません。今回の企業内技術士の勉強会は、あらわには語り
ませんが、そういう求道の世界的を皆で考えていきたいと思います。アニメや漫画の世界
ではない我々の技術の世界は、生まれながらの才能でうまくいくはずもなく、ましてや真
面目に努力していていもその努力が報われないかも知れません。技術士は、そういう世界
で半歩だけあゆみを進めている集団かも知れません。半歩の先行だけ考えてもメリットな
どありませんが、このわずかの先行、勾配が数十年続くと、目にみえる形でメリットが見
えるかも知れません。


以上、思いつくまま、書き連ねてきましたが、いずれにしても、まだ何も始まっていませ
ん。小生の書き連ねは、小生の考え方かといえば必ずしもそ）うでもなく、自信ありげな
文章もそれほど確信が持てずにいます。ですから、勉強会なのです。


皆さんのこれからの色々なやりとりの中で、このような回答を発するケースもあります
が、断定ではなく、議論を発展させるための呼び水と考えください。


では、ZOOM会場でお会いしましょう。


